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硬質塩化ビニルシート、ポリプロピレンシートの価格改定について



　　　　　三菱樹脂株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本　社：東京都千代田区丸の内2-5-2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社　長：神尾 章
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資本金：２１５億円
三菱樹脂株式会社は、各種原材料価格の上昇を受けて、錠剤・カプセル包装用や電子機器の電気絶縁シートなどに使用される硬質塩化ビニルシート、ポリプロピレンシートにつきまして、２００６年８月１日出荷分から、下記の通り価格改定を実施致します。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     記

１．対象商品と主な用途

・硬質塩化ビニルシート 「ビニホイル」

（用途）錠剤・カプセル包装用、各種カード用、電子機器の電気絶縁用

・ポリプロピレンシート（ＣＰＰシート） 「スーパーホイル」
（用途）錠剤・カプセル包装用

２．値上げ幅

５～１０％

３．値上げ実施日
２００６年８月１日出荷分から

４．値上げ理由と背景について

昨今の原油・ナフサ価格の高騰により、上記製品の主原料である塩化ビニル樹脂、ポリプロピレンなどの原料価格がここ数年連続的に値上がりしており、先般の原料価格の値上げ要請についても、製品の安定供給の観点から、受け入れざるを得ませんでした。また、原料価格の上昇に加え、燃料コストや物流コストなどのユーティリティコストの負担も増え、今後もこの傾向は続くと考えられます。

当社と致しましては、徹底した製造の合理化策を押し進めて参りましたが、この数年来続いております原料価格の高騰は、その努力の限界を超えるものであり、今回上記の通り価格を改定する事と致しました。
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